
１．題材名「がんと健康」（高等学校・保健体育） 
 
２．目標 
   ・「がん」について、関心をもち、学習活動にすすんで取り組もうとすることができるようにする。 
   ・「がん」について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、総合的に考え、

判断し、それらを表すことができるようにする。 
   ・「がん」について、課題の解決に役立つ基礎的な事項及びそれらと生活や社会のかかわりを理解

することができるようにする。 
 
３．内容及び指導方針 
(1)教材の位置づけ 

本主題は、１～８を発展させた内容である。 
「がん」の基礎的な内容を理解するだけでなく、一次予防（生活習慣の改善等）、二次予防（が

ん検診等）、三次予防（治療や緩和ケア等）といった段階に応じた個人の取組に役立てるための理

解も必要である。また、健康と命の大切さやライフステージごとのがんに関する課題に対して、適

切な思考・判断を行い、自らの健康管理や健康的な生活行動の選択ができるようにすることも視野

に入れて教材を考えることが重要である。 
(2)指導方針 
   小学校及び中学校での学習を踏まえて「がん」について正しく理解することを通して、自我の確立

とともに個人にかかわる事柄のみでなく社会的な事象に対する興味･関心が広がり、自ら考え判断す

る能力なども身に付きつつあるという発達の段階を考慮する。その上で、個人生活や社会生活におけ

る「がん」に関する事柄に興味・関心を持ち、健康と命の大切さについて主体的に考えるとともに、

科学的に思考・判断し、総合的にとらえることができるようにする。 
 
４．評価規準 

ア 単元の評価規準 
関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 

・がんについて、課題の解決に

向けての話合いや意見交換な

どの学習活動に意欲的に取り

組もうとしている。 

・がんについて、資料等で調べたこ

とを基に、課題を見付けたり、整理

したりするなどして、まとめた考え

を説明している。 

・がんについて正しく理解することができるように

すること、健康と命の大切さにについて主体的にか

んがえることができるようにすることについて、理

解したことを発言したり、記述したりしている。 
イ 単元の指導と評価の計画                ※ a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断 ｃ：知識・理解 

時 学習内容 学習活動 ねらい a b c 評価規準 評価
方法 

                
１ 

 
 
 
がんの種類

と特徴につ

いて  

○がんの種類と特徴

について資料等で調

べる。 
調べ学習 
○がんの予防につい

て、資料等で調べたこ

とを基に課題を見付

けたり整理したりし

て発表する。 
 
 
 
 

○がんには様々な種

類があり、それぞれの

がんの特徴を知るこ

とは、がんの予防を考

える上で重要である

ことを理解できるよ

うにする。 
 

 ◎     
 
 
 
◎ 

①「がん」の特徴について、資

料からデータを読み取って分

析し、筋道を立てて説明してい

る。（思考・判断） 
①「がん」の予防について正し

く理解するとともに、健康と命

の大切さについて理解したこ

とを発言したり、書き出したり

している。（知識・理解） 

観察 
成果

物 
 
 
 
観察 
成果

物 



２ 

 
 
 
がんと共生

する社会づ

くり 

○がん検診について、

課題の解決に向けて

の話合いや意見交換

などの学習活動に意

欲的に取り組もうと

している。 
ディスカッション 

○がんと共生する社

会づくりについて、発

表を聴き、ワークシート

にまとめ、理解する。 

○がんと共生する社

会づくりに必要なこ

とを、理解できるよう

にする。 

◎  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
◎ 

②がん検診についての知識を

身に付け、課題解決に向けての

話合いなどの学習活動に意欲

的に取り組むことができるよ

うにする。 
（関心・意欲・態度） 

①がんと共生する社会づくり

に必要なことについて、理解し

たことを発言したり記述した

りしている。 
（知識・理解） 

観察 
 
 
 
 
 
 
観察

成果

物 

 
５．展開例 
（２時間扱いの１時間目） 
 主な学習内容・学習活動 教材 指導上の留意点(教材の明記) 
は

じ

め 
10 
分 

１．本時の学習内容を確認する。 
・「がん」は、日本人の死因の第一位で

あること、「がん」には、様々な種類

があることを確認する。 
 
 
 
 
・「がん」の種類を、挙手で発表する。 

 〈予想される回答〉 

・肺、胃、食道、大腸、等 

 

Ｐ３ 
図１ 
表１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ４ 
 

○本時の学習内容へ興味・関心をもたせる。 
○図１、表１を提示する。 
○日本人の２人に１人は、一生のうちに何らか

の「がん」にかかると推定されていることを

確認する。 
 
 
 
○黒板に、人体イラストを掲示する。 
○思いつくままに発表してよいことを伝える。 
○発表された種類を、○で囲む。 
○「がん」は、発生する臓器等から名称が決め

られているが、白血病など「がん」という名

称が用いられていない「がん」もあることを

補足する。 
 
 
な

か 
35 
分 

 
 
 
２．提示された資料をもとに、それぞれ

の「がん」の特徴について、ワーク

シートにまとめる。 
・資料から読み取ったことを個人ワー

クシートに記入する。 
・個人ワークシートを持ち寄って、グ

ループで話し合い、発表する。 
〈予想される回答〉 

  ・乳がんの罹患数と比較すると、死

亡数が低下しているのは、自己チ

ェックで早期発見しやすいから。 

 
 
 
Ｐ５ 
表１ 
表２ 
図２ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
○資料（表１、２、図２）を提示する。 
○罹患数と死亡数の関係に着目し、それぞれの

「がん」の特徴を参考に考察することを伝え、

難しい生徒には、着目する資料を指し示しな

がら、特徴に気付くよう助言する。 
○「がん」の特徴について、それぞれの資料か

ら読み取ったことを比較したり、関連付けた

りするなどして、分析した結果を説明するよ

う伝える。 
 
 

発問：日本人の死亡原因の第１位である「がん」には様々な種類があります。「がん」 
にはどのようなものがあるか、思いつくものをあげてみよう。 

発問：主な「がん」の特徴と、罹患数・死亡数の関係から、それぞれの「がん」の特徴につい 
て、話し合おう。 



  ・膵臓がんは罹患数と比較すると死

亡数が高いので、膵臓がんは、治

りにくい。  

  ・罹患数、死亡数ともに上位を占め

るのは、生活習慣が原因で発症す

る肺がん、大腸がんである。 等 

・他のグループの発表等を聞いて、気

付いたことをワークシートにまとめ 
 る。 

 
 
３.「がん」を減らす方策について、様々

な視点から、グループごとに話し合っ

て、ワークシートにまとめる。 
 ・個人ワークシートに考えたことを記

入する。 
・個人ワークシートを持ち寄って、グ

ループで話し合い、意見を発表する。 
〈予想される回答〉 

（健康的な生活） 

 ・禁煙、節酒、運動、食生活、適正

体重、睡眠、休養 等 

（検診） 

・簡単で正確な検診制度 

（医療環境） 

 ・「がん」を治す薬の開発 

・「がん」にならない薬の開発 等 

 ・様々な健康情報が氾濫する中、正し

い情報を選択していく力を身につけ

ていくことが必要であることを確認

する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ６ 
 
 
 
 
 
Ｐ６ 
図１ 
 
Ｐ７ 
 
 
 
 
 
 
 

◆思考・判断 
 「がん」の特徴について、資料からデータを

読み取って分析し、筋道を立てて説明してい

る。（観察・ワークシート） 
 
 
○多くの「がん」は早期に発見すれば約９割が

治ることを押さえる。 
 
 
 
 
 
 
○「がん」の原因は、生活習慣だけでなく、細

菌ウイルス感染などがあり、特に日本では原因

の上位に位置付いていることを補足する。 
 
 
 
○５つの健康習慣について確認する。（一次予

防） 

 

○がんの感染対策は地域の保健所や医療機関で

行われていることを説明する。（二次予防） 

 

○現在及び将来に直面する「がん」に関する課

題に対して、自らの健康管理や健康的な生活

行動をとるために、適切な思考・判断を行い、

正しい情報を選択していくことが必要である

ことを説明する。 
ま

と

め 
５

分 

４.本時の振り返りをワークシートにま

とめる。 
 
 
 
 
 
・次時の学習内容を確認する 

 ○ワークシートに記入することにより、本時の

学習内容を確認するよう促す。 
◆知識･理解 
 「がん」の予防や健康と命の大切さについて

理解したことを発言したり、書き出したりし

ている。（ワークシートの記述） 
○机間指導しながら、まとめができない生徒へ

助言し、支援する。 
 

発問： 「がん」を減らす方策について、様々な視点から考えてみよう。 



（２時間扱いの２時間目） 
 主な学習内容・学習活動  指導上の留意点(教材の明記) 
は

じ

め 
10 
分 

１．本時の学習内容を確認する。 
・前時の振り返り：早期発見で約９割

の「がん」は治るため、がん検診が

推奨されていること。 
 
 
 
・「知らせて欲しい人」と「知らせて欲

しくない人」のそれぞれの立場につ

いて、グループで話し合う。 
・話し合ったことを、発表する。 

 〈予想される回答〉 

 （知らせて欲しい） 

  ・自分の寿命を知り、やりたいこと

をやりつくしたいから 

・スーパードクターに手術してもら

い、早く治したいから 

 （知らせて欲しくない）・怖いから   

（その他）・早期ならＯＫだけど  等 

Ｐ８ 
 
 
 
 
 
 
Ｐ８ 
図１ 

○本時の学習内容へ興味・関心をもたせる。 
 
 
 
 
 
 
○それぞれの立場になって、考えることを伝え

る。 
○多くの「がん」は早期に発見すれば約９割が

治ること、国は５つのがん検診を推奨してい

ることを補足する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

か 
35 
分 

 
 
２．提示された資料をもとに、「がん」検

診の受診率を高める方策について、

ワークシートにまとめる。 
・個人ワークシートに考えたことを記

入する。 
・個人ワークシートを持ち寄って、グ

ループで話し合い、発表する。 
〈予想される回答〉 

・検診を受けたら、税金を安くする。 

・定期検診の項目に加える 

・正しい情報（検診の有効性）を発

信する 

・「がん」は怖い、助からないという

意識を無くしていくことが大切な

のではないか 

・様々な治療法があるので、早けれ

ば早いほど、医師と相談しながら、

 
 
Ｐ９ 
図３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○図３を提示する。 
○国のがん検診の取組と「がん」検診を受けな

い理由に着目し、「がん」検診の受診率を向上

させる方策を考察することを伝える。 
 
◆関心・意欲・態度 
 ・がん検診についての課題の解決に向けての

話合いや意見交換などの学習活動に意欲的に

取り組もうとしている。 
 （観察・ワークシート） 
 
 
 
 
 
 
 

発問： もし、あなた自身が「がん」と診断されたとしたら、そのことを、知らせて欲しいと 
思いますか。 

発問： 「がん」検診の受診率を高めるためには、どうしたらよいと思いますか。 



治療法を選択しやすい  等 

・他のグループの発表等を聞いて、気

付いたことをワークシートにまとめ

る。 
 
 
３.あなたが「がん」の治療方針を決定す

る際に、重視したいことについて、様々

な視点から、ワークシートにまとめる。 
・個人ワークシートに考えたことを記

入する。 
・個人ワークシートを持ち寄って、グ

ループで話し合い、発表する。 
〈予想される回答〉 

 （治療） 

・副作用が少なく、痛くない治療 

・外見が変わらないような治療（頭

髪、手術跡、乳房温存 等） 

・治療費や治療の不安を相談できる 

（家庭環境） 

  ・家族と普段通りの生活がしたい 

  ・家族を残していくことへの不安を

解消したい（金銭面 等） 

（職場環境） 

  ・働き続けたい 等 

 ・がんの種類や病状だけでなく、今後

の生活や生き方を踏まえて、自分ら

しく生きられるようにするために、

がん治療を選択することが必要であ

ることを知る。 

Ｐ10 
図１ 
 
 
 
 
Ｐ10 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ12 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ13 

○図１を提示する。 
○がん治療には三つの柱があり、医師と相談し、

自分で治療法を選択するという意識を持つこ

とが大切であることを説明する。 
 
 
○インフォームド・カンセントやセカンド・オ

ピニオンの意義について考えさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
○病気に伴う体と心の痛みを和らげるための支

援として「緩和ケア」があることを説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○がんの種類や病状だけでなく、今後の生活や

生き方を踏まえて、自分らしく生きられるよ

うにするために、適切な思考・判断を行い、

がん治療を選択することが大切であることを

説明する。 
ま

と

め 
５

分 

４.本時の振り返りをワークシートにま

とめる。 
 
 
 
 
 
 
 

 ○ワークシートに記入することにより、本時の

学習内容を確認するよう促す。 
◆知識･理解 
 「がん」と共に生きる社会、健康と命の大切

さについて、理解したことを発言したり、書

き出したりしている。 
 （ワークシートの記述） 
○机間指導しながら、まとめができない生徒へ

助言し、支援する。 
 

発問： あなたが「がん」の治療方針を決定するとしたら、何を重視しますか。 


